Ａ Historical on Chairs of Money and Banking in the School of Commerce, Waseda University by 矢島 保男
7金融関係の科目と人の系譜
矢　島　保　男
　本稿は商学部史の一環として商学部における金融関係科目が，どのように変
遷し，またどのような人によって担当されてきたかを言己録したものである。も
っとも商学部が創設されてから既に70年経った現在，つまびらかにできない点
もいくつか存在する。しかし現時点で入手できた資料に基づいて，その流れを
追っていくことにしたい。なお，礼を失するが，人については総て敬称を省略
して記述したことを初めにおことわりしておく。
1　大学部商科開設当時の金融関係科目
　明治37年9月に早稲田大学商科が発足した経緯については，本誌第234・235
号において入交好脩教授によって明かにされているが，この時の学科表をみる
と，金融関係の科目が相当多かったことがわかる（この学科表は上記した本誌の
pp．101－106に掲載された〔資料6〕早稲田大学規則一覧（明治36年）のなかにみられ
る）。
　この学科表によるとr経済学」関係の科目として第1学年から第3学年まで
の科目は（当時高等予科が1年半，犬学部は3年であった），全部で21科目であっ
たが，そのうち第2学年のところに，貨幣論，金融原理，金融事情・金融史，
銀行原論（付信託業論）が，また第3学年のところに金融政策，銀行制度論，
銀行史，外国為替論があっ允。す■なわち金融関係科目が合計9科目あったわけ
で，21科目中9科目であるから，そのウエイトが極めて高かったといえる。
　しかし，これら金融関係の科目を，商科開設当時，誰が担当したかは残念な
がら明瞭ではない。ただ後年，貨幣や銀行に関する多数の著述を発表し，斯界
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の大家として名をなした東京帝国大学教授山崎覚次郎博士が，金融関係科目の
いくつかを担当したのではないかということが推測でき．る。というのは，山崎
が明治37年に早稲田大学に講師として招璃されていることは，「早稲田学報」
（103号～129号，明治37～38年）に記載された教員人事に関する記事のなかでr講師
嘱託今回新に嘱託したる議師及其受持科目は下の如し一・銀行論，貿易論
法学士　山崎覚次郎」という記録がみられることで明かであるし，しかも商
科が創設後5年経って漸く整備されてきた明治42年度の学科表に，貨幣論の担
当者として山崎の名が載せられているからである。もっとも，商科創設当時，
政治経済科の学科表にも貨幣論や銀行論があったから，山崎がこれらの科目を
担当していたかも知れたい。そしてまた明治42年度の政治経済科の学科表には
r銀行及為替論」という科目の担当者として山崎の名が載せられている。
　既述のように商科開設当時の学科表には，金融関係の科目が9つもあったの
であるから，これらの科目がユ人ないし2人の講師によって担当されたもので
は在かったことは想像に難くない。従って，山崎が開設当初の商科において教
鞭をとったかどうかは別としても，他に金融関係の科目を担当した幾人かの講
師がいたことが推測される。それが誰であったかは，山崎に関する以上に一層
危険な推測であると思う。だカミ「早稲田商業講義」（早稲田大学出版都によって明治
38年2月に発行された講義録一これについては既述した本誌234・235号で入交教授に
よりて紹介されている）のなかで金融関係科目について執筆した講師のなかに見
出されるのではないかと考えられる。というのは，この講義録についての資料
（r早稲田学報」ユ16号，明治38年一早稲田商学第234・235号，pp．164～175に掲載）
をみると，当時，早稲田大学で教鞭をとっていた人に頼んで，執筆してもらっ
たことが明かになるからである。そしてこの資料によると，議義録のうち金融
関係科目の執筆者としては，「貨幣，外国貿易及為替　法学士　井上辰九郎，
金融文学士　土子金四郎，　銀行　法学博士天野為之1　銀行　法学士
村田俊彦」を挙げることができる。
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2　服部文四郎の業績
　さて，明治42年度の商科学科表によると，貨幣論を山崎覚次郎が担当してい
たことが明かであることは既述Lたが，同じ学科表に銀行論の担当者として服
部文四郎の名が現われている。そして次の43年度以後の学科表からは山崎の名
は消えた。
　服部は明治35年早稲田大学の前身である東京専門学校英語政治科を卒業し，
その後米国に留学（プリソストソ大学），さらに早稲田大学留学生としてヨーロ
ッパに2年滞在Lて経済学を研究し，明治41年に帰朝，次の42年から昭和20年
まで早稲田大学で教鞭をとったのである。そして，その間，明治42年から大正10
年までは商科および商学部でr銀行論」「貨幣論」r金融論」r貨幣及び金融論」
r貨幣・銀行及び為替論」等の講座を担当し，また同時に政治経済科でもほぼ
同名の講座を担当したのであった。そして大正11年度になると，商学部の学科
表からは服部の名は消えた（Lかし彼は政治経済学部では引続き担当Lた）。すなわ
ち同学科表では，必修科目の1つとして第2学年のところに「貨幣及び銀行論」
があり，その担当は小林新になっており，またさらに第3学年生が選択する
r別格科目」として7つあったセミナーの1つにr金融政策」があり，その担
当者も小林になっている。
　上言已のごとく，服部は商科および商学部で明治42年から大正10年まで講座を
担当したのであるが，然らばその研究の中心課題はどのような点にあったか。
いま彼の主要著書（金融，経済に関係したもの）を挙げると次のごとくである。
　　銀行原論　　　　　　　　大正3年　　同文館
戦争と外貨
国民経済論
国際貿易と金融
国民経済原論
我国の金融と景気
貨幣銀行為替論
我国金融経済と国際金融
〃4年　　冨山房
〃　5年　　宝文館
〃5年　文明協会
〃6年　　同文館
昭和3年　早稲田大学出版部
〃4年　　明善杜
〃6年　東京銀行集会所
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日本経済の基礎知識　　　昭和9年　　明善杜
貨幣の知識
貨幣論
貨幣銀行概論
現時の国際金融
国際金融論
国際経済と金融
金融基礎論
国民経済と共栄圏経済
経済学原論
〃　9年　　非凡閣
〃11年　　改造杜
〃12年　　明善杜
〃13年　　明善杜
〃15年　　明善杜
〃16年　　明善杜
〃17年　　明善杜
〃18年　　明善杜
〃22年　　明善杜
　まず服部の研究領域が金融経済全般にわたり極めて広範囲であったことが，
上記の著書名によって明かであろう。ことに国内経済のみならず国際経済と金
融との関係にまで及んでおり，彼の学位請求論文であるr我国の金融と景気」
に対する審査要旨においてもr国際経済及び金融と我が国民経済の交渉を究明
し，而して夫が財界の景気，不景気に如何なる交渉を有するかを聞明せんとす
る・・…・」ということが指摘されている。そして服部の研究の経過は，本誌r早
稲田商学」2巻1号（犬正15年6月）から14巻3・4号（昭和13年10月）までのあ
いだに収められた12の論文と，早稲田政治経済学雑誌1号（犬正14年5月）か
ら92号（昭和19年1月）までの42の論文の題目をみることによって推察できる
が，彼は常にその時のわが国における重要な金融問題の解明に努力しており，
とりわけ物価問題や為替相場など，貨幣価値に関する研究が多い。〔服部は昭和
20年早稲田大挙を退職した後，専修大学学監，千葉商科大学学長たどを歴任，昭和24年明
治学院大学教授と次り，27年同犬学経済学部長として学生指導に尽力し，30年に逝去し
た。本稿の服部に関するこれまでの記述は斎藤茂夫「経済学部長故服部文四郎先生小伝」
（明治学院論叢第38号第2輯・経済学研究）に拠るところが多い〕。
3　小林新のノート（服部の講義）
　しからぱ服部の商学部におげる譲義の内容はどのようなものであったろう
か。もちろん，講義は長い年度にわたって毎年なされたのであるから，初めの
うちと終りの頃とでは夫きな柏違があると思うが，ここに大正3年度における
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服部のr貨幣金融論」の議義の内容が克明にしるされたノートを紹介し，その
一端に触れることにしたい。このノートは，既述のように大正11年から服部に
代って商学部でr貨幣及び銀行論」を担当することになった小林新が，その学
生時代に服部の議義に出席し，筆言已したと思われるものであり，筆者が恩師小
林が逝去後，その研究室を整理していたときに発見し，小林家からいただき，
今日まで大切に保管しているものである。
　このノートは二冊になっており，表紙に小林のペンでr貨幣金融論　Part　I
服部教授述，商弐A　小林新」というように記入されている（二冊目はP。正t　I
のところがPa・t皿となりている）。そして第一冊目のはじめのところに，服部の
教材から切取ったと思われるが，印刷された紙が貼られ，議義目次が明かにさ
れている。二冊のノートにはこの目次に従ってなされた服部の講義が精密に記
述されているが，それは全体で17章から構成され，r（1）貨幣と経済，（2）経済杜
会の発達と貨幣，（3）貨幣の職分，（4）貨幣の定義，（5）貨幣材料の性質，（6）貨幣の
鋳造権，（7）貨幣の鋳造料，（8）貨幣の流通，（9）貨幣の価値，㈹貨幣本位の概念，
⑪銀単本位，⑫金単本位，㈹複本位，幽駿行本位，⑮金為替本位，㈹不換紙
幣，⑰国際貨幣」というようになっている。
　ノートを通読すると，服部の講義は貨幣やその本位制度を全面的に取上げ，
あまり一方に片寄ることのない説明が展開されているが，貨幣に対する研究態
度としては，貨幣が流通する現実杜会を対象にすべきことを説明Lており，ま
た貨幣価値については，貨幣の交換機能を重んじて限界効用説を否定し，ノー
トには「蓋シー般ノ財貨二在リテハ其交換価値ノ根源ハ其使用価値二存スルト
誰モ，貨幣二在リテハ交換価値ノ存在ヲ目1」提トソテ初メテ貨幣タルノ効用ヲ認
メ得ベキガ故二，効果ヲ原因トシ価値ヲ結果トスルハ，貨幣ノ場合ニハ順序ヲ
顛倒スルモノト謂ハザルヲ得ザルナリ」と書かれている。そして，いずれの章
の説明でも，過去における歴史的事実が豊富に取入れられていることが，講義
の一特色であったように思われる。
　なおまた，このノートの一頁に参考書として幾冊かの文猷が挙げられてい
る。小林自身が図書館などで調べたものと思われるが（登1802とか，E436とか
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という記号が文献の名称の後に記入されている），当時の学生が読んだ金融関係の
著書がどのようなものであったかを知る参考になるので，ここにノートのまま
を挙げておこう（文献の下にある文章は小林のメモと思われる）。
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4　小林新とその業績
　大正11年度の商学部学科表から服部文四郎の名が消え，小林新の名が登場L
たことは既述した。小林は大正5年早稲田大学商科を卒業し，同7年に早稲田
犬学留学生として米国のコロンビア大学に留学，同10年にヨーロッパを廻り帰
国している。そして翌11年に早稲田大学講師（12年に教授）に就任している。
すなわち彼は就任と同時に商学部において金融関係科目を担当Lたわけである
が，同時に統計学（第3学年）をも担当したのであった。「金融経済および統計
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学の開拓」という面で小林がいかに優れた才能をもっていたかは，既に佐藤孝
一教授によって紹介されているが（r近代日本の杜会科学と早稲田大学」昭32年），
いまはじめに彼の主要な著作を挙げてみると次のごとくである。
金融経済講義
経済統計学
統計学
経営統計（商学全集）
景気循環と銀行信用
金融経済大綱
商業計算と対数
統計学大網
通貨と銀行
大正15年
昭和3年　　ダイヤモソド杜
〃　3年
〃6年　千倉書房
〃7年　東京銀行集会所
〃9年　東京泰文杜
〃14年　　東京泰文杜
〃14年　　東京泰文杜
〃26年　　前野書店
　上記の著書がr金融」とr統計」とほぼ相半ぱしていることによっても明か
なように，小林は両分野にわたって大きな成果を挙げたが，金融関係の著書
（「金融経済講義」や「金融経済大綱」等）についていえば，佐藤教授がr金融経済
の機構論より説き起し，ついで銀行等の歴史やその意義，商業金融および投資
金顧について述べ・…・・」と指摘されているように，金融経済機構に中心を置い
て検討するという特色がみられ，また金融理論そのものよりも，実際的た面の
叙述に大きなウエイトがかけられていたと言える。またその著「景気循環と銀
行信用」は景気と金融との関係を論述したものであるが，これには彼が米国で
師事したミッチェルの影響が多分に入っているように思われる。
　しかレ」・林新の学問的業績の偉大さは，金融関係もさることながら，統計学
の分野において一層知られていたようである。米国より帰朝した若き小林は，
まず株価指数についての研究で名をあげ，その後，統計学に関する労作を発表
Lていくが，「とくに注目すべきは，彼が統計学を単に統計学そのものとして
研究しているだけでなく，これを商業および経済の部面に応用し展開している
点である」（前掲した佐藤教授による紹介より引用）。このことは本誌「早稲田商学」
の創刊号から第106号までのあいだに掲載された小林の論文題名をみれば明か
である。また小林の博士論文r商業計算と対数」は，その副題にあるように，
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＝対数表の簡略化と新しき対数計算法とを提唱したものであるが，その背景に
拡，商業経営において商業計算や経営統計がいかに必要であるか，そしてかか
る商業計算や経営統計において対数が極めて重要な地位を占めているという認
識に立つもので，ここでも彼が単なる理論ではなく，その実践性を重んずる面
がみられる。論文審査要旨にも「本論文は従来我国の実務計算界において稿閑
却せられていた，対数算出法に関する理論を進歩せんとする……」という記述
がある。
　さて，私ごとになって恐縮であるが，筆者は昭和17年9月商学部を卒業する
と同時に，商学部助手として小林の門下に入り，小林が昭和28年に逝去される
までの約10年にわたって，金融経済学について指導を受けた。そこで，恩師小
琳の人間面に少し触れて置ぎたい。既に紹介した小林の学生時代のノートをみ
九ぱ誰でも納得すると思うが，彼は極めて克明に事象を分析する性格で，学究
とは正に彼のことを指していると言える人柄であった。それだけにまた，反
面，他の人と交わる場合などに，初めは何かぎこちたさを感じさせるところも
あった。しかし一度話がはずむとユーモラスなところがあり，彼の講義案の作
戒を手伝っていた筆者に，若き日の思い出を長時間語ってくれたことも度々あ
った。そして第二次大戦が激しくたった頃（昭和19年，20年）小林は筆者に，こ
のような時代にはわれわれの研究も恩い通りにできないことを嘆き・，rせめて
こんなことでもやるほかない」と言って，地表面を正確にあらわした世界地図
を作製するにはどうしたらよいかというような研究をした（早稲田商学第18巻4号
および第69・70号合併号を参照）。これは長年にわたる統計的研究の成果をもりこ
、んだ優れた論文であると思われるが，彼にとって，自分では積極的に取組むべ
き課題ではなかったと考えていたようである。また早稲田大学に戦時中，興亜
・経済研究所が設立されたが，この研究所の発足に関して，北沢新次郎名誉教授
は「たしか故小林新教授が発案者だったと思うが，きびしい言論・研究の統制で
一手も足も出ない現状を打破するために，満鉄の調査部のような研究機関をつく
ってはどうだろうということで準傭が進められ・…・・」と言われているが（北沢
斎次郎著r歴史の歯車」p．188），ここでも小林が戦時中，学問研究に悩んでいた
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ことが明かである。
　　　　　　　　　　　　5　新制大学発足以後
　戦後の苦しい時期を乗り越えて，昭和24年に大学の制度は旧制から新制へ移
行した。このとき商学部の学科目の編成は大きく変化L，金融関係の科目とし
ては，専門科目としてr金融論」が設置され，その担当者は小林新と矢島保男
（昭20年講師，23年助教授，27年教授）の二人となった。しかし既述のようにその
4年後の昭和28年に小林は突然病死したため，同29年からは矢島一人で金融論
を担当した。そして同32年からは矢島と望月昭一（昭31年講師，33年助教授，38
年教授）が金融論を担当し，現在に至っている。なお金融関係科目を一層充実
するために昭和30年度に銀行論が設置され，矢島が担当し，三年後の33年から
は矢島と三橋昭三（昭32年講師，34年助教授，39年教授）の二人で担当して今日に
至っている。
　以上のように商学部の金融関係科目のバトンは服部から小林へ　そして矢
島，望月，三橋へ受継がれてきたが，その内容的変遷はどうであったろうか。
もちろん，これは今から幾星霜か経った後，商学部の金融関係科目をわれわれ
から受継いだ人によって，改めて検討され，明かにされるべきもので，筆者が
ここで記述すべきことではないと思われる。しかし筆者は敢てここに金融論発
展の道筋がみられることだけを記しておくことにしたい。
　周知の通り，金融論の発展は，貨幣と経済との関係をどのように把握するか
という点にみられるのであり，貨幣べ一ル観に立った貨幣数量説的思考を批判
し，それを乗り越えて近代的金融論は出てきたのである。かかる流れに視点を
合わせると，まず服部および小林の金融論は，その時代からみて当然のことで
あるが，貨幣価値を論ずるところで貨幣数量説を紹介して終っているといえよ
う（服部著r金融基礎論」pp．193～196小林著「金融経済大綱」pp，177～186参照）。そ
して矢島において，貨幣数量説を批判して近代理論への橋渡しをしたハイヱク
やケインズの学説の紹介がなされ，さらに望月によって近代金融理論のその後
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の発展がフォローされているとみられる。そして他方，金融市場や機構の研究
としては，矢島によって消費者金融論の開拓が，三橋によって金融史（ことに
英国銀行史）の研究が，また望月によって銀行行動の理論的分析がなされつつ
あるといえる。
　　（本稿については，資料収集の点で商学部助手書間文彦君に負うところが多犬であ
　　　ったことを言己して感謝する）
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